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1東京電力ホールディングス（株） 
本稿では，外的事象に対する柏崎刈羽原子力発電所の安全性向上に向けて実施した，内部溢水事象に対する

影響評価手法及びその結果について示す。また，その評価結果を分析し，安全性を向上させるために必要と

なる対策について考察する。 
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1. はじめに 

東京電力柏崎刈羽原子力発電所では，平成 23 年 3 月 11 日の東京電力福島第一原子力発電所事故の教訓を

踏まえ，外的事象に対する安全性を向上させるため，様々な安全対策を講じてきた。この一環として内部溢

水事象に対しても，基本的な防護方針を定め，様々な標準や基準をベースに決定論的な影響評価手法を確立

し，その結果を元に必要な安全対策を実施してきている。本稿では確立した影響評価手法及びその評価結果

について示す。 

2. 内部溢水影響評価 

内部溢水影響評価は，防護対象設備の抽出，溢水区画及び区画間の伝播経路の設定，溢水源の設定によ

り，評価に必要となるプラントデータを整理した上で，溢水が発生した場合の影響範囲を算出して各溢水シ

ナリオを定め，プラントの安全機能への影響を確認する。溢水の発生要因としては，単一的な配管の破損や

消火に伴う放水，地震等自然現象に起因するものを想定する。 

各溢水シナリオの影響範囲の算出においては，伝播経路による区画間の連接状況や止水処置を反映した溢

水経路モデルを構築し（図 1 参照），発生した溢水による各区画の溢水水位と経路毎の伝播開始高さを比較

することで区画間の

伝播の有無を判定す

る。これを溢水の発

生区画から最終的な

滞留箇所まで繰り返

すことで，影響範囲

を算出する。 

3. 評価結果及び考察 

2.の評価手法を用いて，柏崎刈羽原子力発電所 6/7 号炉に対して具体的に内部溢水影響評価を実施し，原子

炉の止める，冷やす，閉じ込めるに関連した安全機能，及び使用済燃料プールの給水，冷却機能への影響を

確認した。評価の結果，低耐震クラス機器の耐震性確保や溢水源の撤去による溢水の発生防止対策，水密扉

や貫通部止水による溢水の拡大防止対策，屋外タンクの隔離運用による影響緩和対策等を適切に組み合わせ

て実施することで，上記安全機能の多重性又は多様性を確保することが可能であることが確認された。 

今後は，これら導入した安全対策の有効性を定量的に確認するため，確率論低安全評価(PRA)を実施してい

く方針である。 
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図 1 区画の連接状況と溢水経路モデルの概略図 
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